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予算決算委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   令和７年 ８月 ５日   開会 １０時２１分  閉会 １０時４４分 

２．開催場所 

   全員協議会室 

３．出席委員名 

   松 本 周 平   多 賀 紀代子   山 田 幾久枝   柳 本 益 裕 

木 尾 容 子   沖 久 教 人   妹 尾 文 彦   多 賀 信 祥 

西 村 慎次郎   荒 木 謙 二   惣 台 己 吉   坊 野 公 治 

上 野 安 是   西 田 久 志   大 滝 文 則   宮 地 俊 則 

佐 藤   豊 

４．欠席委員名 

   な し 

５．その他の会議出席者 

（１）議 長     山 下 憲 雄 

  （２）説明員      

    副 市 長  猪 原 愼太郎   総合政策部長  安 東 慎 吾 

   総 務 部 長  藤 原 雅 彦   建設経済部長  曽 根   剛 

   総 務 部 参 与  片 井 啓 介   建設経済部次長  池 田 泰 之 

   財 政 課 長  西 本 晴 雄   商 工 課 長  亀 田 博 行 

   企業誘致係長  小 川 好 恵 

  （３）事務局職員 

事 務 局 長  岡 崎 祐 一  事 務 局 次 長  藤 井 隆 史 

６．傍聴者 

  （１）一 般   ０名 

  （２）報 道   １名 

７．発言の概要 

委員長（惣台己吉君）  皆さん、おはようございます。 

 ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 初めに、副市長の御挨拶をお願いします。 

副市長（猪原慎太郎君）  改めまして、皆さんおはようございます。 



- 2 - 

 大変暑い日が続いておりますけれども、今日から夏の甲子園が始まるということでありま

して、暑さ対策の一環として、初めて開会式が夕方から始まるというようなことでございま

す。私の知っている範囲でありますけれども、井原市出身の球児が２人いらっしゃると思っ

ています。岡山学芸館高校の佐藤君、それから山口県代表の高川学園高校の間地君の２人が

甲子園に出るということになりますので、しっかり応援をしたいなと思っているところであ

ります。 

 話は変わりますけれども、井原体育館の空調の設置工事が８月から始まりまして、８月１

日から３月までが使用ができないという状況でございます。大変皆さんには御不便をおかけ

しますけれども御理解をいただきたいと思っております。それから、工事と併せまして空調

の使用料の算定を今やっているところでございます。そういった準備ができ次第市議会のほ

うにお諮りをしたいと思っているところでありますので、その節にはよろしくお願いしたい

と思います。 

 本日は、本会議に続きまして予算決算委員会、大変お疲れさまでございます。この委員会

に付託されております案件でございますけれども、令和７年度井原市一般会計補正予算（第

３号）並びに令和７年度井原市産業団地開発事業特別会計補正予算（第１号）の２件でござ

います。委員の皆様方におかれましては慎重に御審議をいただきたいと思っております。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

〈議長挨拶〉 

 

〈議案第６３号 令和７年度井原市一般会計補正予算（第３号）〉 

〈歳入〉 

 

〈なし〉 

 

〈歳出第１５款 総務費〉 

 

〈なし〉 

 

〈歳出第４０款 商工費〉 

 

委員（荒木謙二君）  この件につきましてはタツモ株式会社さんの了承が得られたという
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ことなんですが、硬岩の大体何平米にわたって何立ぐらいな規模なのか、また掘削方法は発

破をかけられると思うんですけど、薬剤注入による掘削を想定されるのか、土木は全然分か

らないんですが、どのような方法で、あるいはどれぐらいな平米数、また何立ぐらいな規模

でこういった金額になるのか教えてください。 

建設経済部次長（池田泰之君）  お尋ねの硬岩の範囲といいますか、量といいますか、今

把握しております数量を御説明いたします。 

 硬岩といわれる硬い岩、これが当初は中硬岩という、比較的工法的には軟らかくはないん

ですけど硬い岩でしたが、それがおおむね１万４，８００立発生しております。範囲につい

ては部分的な範囲で、地中へ潜っていくような範囲、面積等をお示しすることはできません

が、数量的には、先ほど言いました１万４，８００立が発生しております。 

 岩の掘削工法ですが、先ほど発破というお話もありましたが、実際は硬岩を掘削するため

の工法が幾らかありまして、その中でもビッガー工法といわれる、岩盤に穴を開けまして、

くさびを挿入します。油圧でくさびを広げて破砕する方法といった工法を採用しておりま

す。 

 以上でございます。 

委員（荒木謙二君）  工期が令和８年度に延びたというけども、令和８年度中にまでかか

るのかというところで教えてください。 

商工課長（亀田博行君）  工期のお尋ねでございます。 

 硬岩掘削に伴いまして工事の進捗が遅れております。そのような関係から、工期のほうは

現在１０月１０日としておりますけれども、５か月程度、年度末の工期ということで増変更

の議決をいただきましたら、工期変更の契約も年度末で調整するということで工期の延長も

したいというふうに考えております。 

 以上です。 

委員（荒木謙二君）  ８年度中には必ず終わる。今の商工課長でしたら、７年度がちょっ

とまたぐというふうな捉え方をしたんですが、７年度が少しかかるということの認識でよろ

しいんでしょうか。 

商工課長（亀田博行君）  工事のほうは令和７年度中、ですから令和８年３月中には工事

は終わりたいというふうには思っております。 

 しかしながら、８年度に支払いがずれ込むというようなお話をいたしましたけれども、土

地売払いの事務につきましては、これは年度中には行えないということでございますので、

売払いの事務は令和８年度になるということで御理解いただけたらというふうに思います。 

委員（荒木謙二君）  ありがとうでした。工事は７年度中に終わるがお金の支払いについ
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ては８年度に渡るというふうなことですね。 

 それで、金額についてはもうこれ以上上がるというふうな想定はなしというふうな認識で

よろしいでしょうか。 

建設経済部次長（池田泰之君）  現状での掘削、試験掘り等先行掘削、そういったことを

してこのたびの補正の額を算出させていただいております。今後どういったケースが想定さ

れるか分かりませんが、現時点では今の補正額で十分いけると考えております。 

 以上です。 

委員（荒木謙二君）  終わります。 

委員（大滝文則君）  相当な岩が出たということですけども、青野の残土処理場に与える

影響というのはどういうふうに見積もっておられるんでしょうか。 

建設経済部次長（池田泰之君）  青野の仁井山公共残土処理場におきましては約６３万立

入る予定で搬入を進めておりますが、年間で約３万３，０００立ぐらい搬入を見込んでおり

ます。この高月の工業団地では８万立ほどが仁井山のほうへ入る見込みと考えております。

そうしたことから、１年間３万３，０００見込んどったのが８万立入るということで、６３

万立のうち、かなり早めに、この２年間程で入るということで、仁井山公共残土処理場の供

用を約２０年見越しておりましたが、それが数年早くいっぱいになると、そういったことが

影響されると考えております。 

 以上です。 

委員（宮地俊則君）  この敷地造成工事を前へ進めるためにやっていただかなきゃいけん

工事だろうとは思うんですが、当然ながら最初に地質調査というのをされてると思うんで

す。それから詳細設計、実施設計と段階を経て工事を進められるということで、その地質調

査、決して安くない地質調査費をかけてやっておるわけなんですが、どの程度、どことも想

定外、想定外と言われるんですが、以前、これは本市ではありませんけども西部衛生施設組

合で高屋町の野々迫に最終処分場を建設しました。同様に、途中で硬岩が出まして莫大な追

加補正をした記憶があります。それも地質調査は念入りにやってたということなんですけど

も、この地質調査、専門的なことは分かりませんが、ほとんど分からないものなんでしょう

か。逆に言えば、じゃあ何のために莫大な費用をかけて地質調査してるのかなと思ったりも

するんですが、そのあたりいかがでしょうかね。 

それと、もう一点いいですか。これに対しては、先ほど言われてましたように追加工事

費、増額になるんで、これは当然タツモさんのほうの負担になるんだろうとは思いますけれ

ども、本市としてもこういった土地の引渡しや売払いがずれることによっての負担というも

のが発生してくると思うんです。ですから、そういったことも含めて、今言ったように計画



- 5 - 

どおりに進まないことによる損失というものがいろんな場面で出てきます。ということも含

めて、その最初に予算をかけてする地質調査、その正確さというのはどういったものなんで

しょうかね、改めてお尋ねします。 

建設経済部次長（池田泰之君）  当初、調査設計業務で地質調査も含めて行っておりま

す。その費用を申しますと、このたびの造成工事では約７００万円程度が地質調査にかかっ

た費用となっております。この費用の根拠といいますのが、この敷地１．４ヘクぐらいの工

業団地の平地を設けるために、この工業団地の詳細設計では３か所ボーリングをしておりま

す。それプラス隣接の上水道課が発注しております配水池、これがすぐ隣接にありますの

で、そちらで行った地質調査２か所を含めまして５か所をこの工業団地のほうで地質を想定

しました。その場合、大体想定されたのが、風化した花崗岩といわれる真砂、真砂でも硬い

ものから軟らかいものがあるんですけど、そういったものが想定されました。 

 この調査で５か所ほど調査で利用しておりますが、これをほんなら１０か所すれば、２０

か所すれば余計地下のことが分かるかと思うんですけど、それなりに莫大な費用がかかりま

す。大体公共工事で道路改良とか道路防災とか推定という意味でボーリング調査を実施する

ことがほとんどではございます。詳細にボーリング調査したから下の地質が確定、分かるじ

ゃろということには私どもは思ってないところでございます。 

委員（宮地俊則君）  専門的なことは本当分かりませんので、また今言う費用対効果の件

もありますから、どこまで調査、費用をかけてするのが正解なんかなというのは分かりませ

んけれども、そうしますと、こういったことは往々にしてあるだろうという前提でやってお

られるんでしょうね。確率的にはどんなもんなんでしょうか。 

建設経済部次長（池田泰之君）  どうしても地下のことなので、ボーリングをした箇所、

それ以外のしてない箇所、してない箇所でこういった今回みたいに露出する、硬い岩が出る

ということで、あくまで推定ということでありますので、変わることは仕方ないという言葉

が適当か分かりませんが、変わるものと考えております。 

委員（宮地俊則君）  結構です。 

 

〈なし〉 

 

〈一般会計補正予算全般についての質疑〉 

 

〈なし〉 
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〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第６４号 令和７年度井原市産業団地開発事業特別会計補正予算（第１号）〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

委員長（惣台己吉君）  以上で議案の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては、委員長に御一任願いたいと思います。 

 

〈異議なし〉 

 

〈その他〉 

 

委員長（惣台己吉君）  閉会に当たり、執行部で何かございましたらお願いいたします。 

副市長（猪原慎太郎君）  終わりに当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方におかれましては、慎重に御審議をいただきまして大変ありがとうございま

した。早急に仮契約を締結をさせていただきまして、９月の市議会定例会のほうに契約議決

の変更を提出をしたいと思っておりますので、その節にはまたよろしくお願いしたいと思い

ます。本日は大変ありがとうございました。 

 

〈議長挨拶〉 
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委員長（惣台己吉君）  以上で予算決算委員会を閉会いたします。皆さん、御苦労さまで

した。 


